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令和6年9月16日

株式会社　関元組

ＥＭＳを活用した建設廃材のリサイクルの推
進。
Ｇ－クレジットの森・応援パートナーの活用
。

地元高校生のインターンシップの受け入れ、
次世代の建設業の担い手の育成を行う。

ＱＭＳを活用し、品質及び生産性向上のため
、ＩＣＴ等の新技術を積極的に活用する。
Ｇ－クレジットの森・応援パートナーの活用
。

⑫つくる責任 つかう責
任,⑮陸の豊かさも守ろ
う

２００５年１月２４日　ＩＳ
Ｏ１４００１環境マネジメン
トシステム認証
Ｇ－クレジットの森・応援パ
ートナー登録

建設廃材リサイクル率
Ｇ－クレジット購入量

毎年、建設廃材のリサイクル率１
００％を目指す。
毎年、Ｇ－クレジットを５ｔ－Ｃ
Ｏ２以上購入する。

④質の高い教育をみんな
に,⑧働きがいも経済成
長も

⑧働きがいも経済成長も
,⑮陸の豊かさも守ろう

Ｒ５年度　３名受入

元請の土木一式工事における
令和５年度のＩＣＴ技術利用
現場３件。
Ｇ－クレジットの森・応援パ
ートナー登録。

高校生のインターンシップ受け入
れ人数。

元請の土木一式工事におけるＩＣＴ技術利用現
場数
Ｇ－クレジット購入量

毎年、２名以上のインターンシッ
プを受け入れる。

毎年、元請の土木一式工事におけ
るＩＣＴ技術利用現場２件以上。
毎年、Ｇ－クレジットを５ｔ－Ｃ
Ｏ２以上購入する。

重点項目について、毎月の定例会議にて周知。
ＱＭＳ及びＥＭＳに組み込み管理する。

会社事務所及び現場事務所にＳＤＧｓへの取り組みを掲示し、周知している。


